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３年生石見銀山学習～大田市で育ったからこそ
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「幕末と近代明治の銀山」「観光と暮らしの両立」「武家と商家」

「奉行代官の仕事」「江戸時代の鉱夫さんの暮らし」

・石見銀山は、世界的に重要な経済・文化交流を生み出したことや世界との交流をもった日本で初め

ての世界遺産だと知ってとても大切な場所だと思いました。

・龍源寺間歩近くに見られる「ヘビノネコザ」というシダ植物は高濃度の貴金属を含む土壌で育つ性

質があるので、鉱山発見の手がかりになることを知りました。自然と共生した鉱山経営が行われてい

たから、評価されたのだと思いました。

・龍源寺間歩に入ると江戸時代、明治時代に掘ったところがわかり、歴史や当時の技術の違いもわか

りました。自分の地元にある石見銀山を誇らしく思いました。

・何気なく見ていた自動販売機が景観にあわせて色が変えてありました。また、行きかう人、皆さん

がよく声をかけてくださり、古い町並みなのに明るく感じました。町を守ろうとするみなさんの思い

がよくわかりました。

自分でも自分を守る

行動を

色決め集会～体育祭スローガン発表～

水分を十分にもってきて、言われなくてもこまめに水分をとること

〇朝食を食べてから登校すること 〇睡眠時間を十分にとること

校内にある大切な言葉

生徒たちによる私たちの暮

らしの中で大切な言葉が校

内にはたくさんあります。

立ち止まって読んでみよう。


